












行った諸活動について報告する。具体的活動としては、2019 年 8 月に行った研究合宿の内容






 2018 年度 4 月に採択を受けた科学研究費補助金基盤研究（B）研究課題「日本語配慮表
現辞典の基盤形成のための配慮表現正用・誤用データベースの構築」が、2019 年度は 4 年








本語配慮表現の原理と諸相』を 2019 年 11 月にくろしお出版より刊行したことである。本
プロジェクト報告(2)ではこの 2 項目について概略を報告することとする。 
 なお、本プロジェクト報告(2)は「日本語コミュニケーション研究論集」第 9 号に収録す
るものである。この論集は、本研究課題の研究代表者（本稿の筆者。以下、この呼称で記
載する）並びに研究分担者牧原功氏、小野正樹氏を研究代表者とする科研費研究課題の合









研究課題（英文）：The Database Construction of Correct Use and Misuse in Considerate 
Expressions for the Dictionary of Japanese Considerate Expressions 
研究期間：2018 年～2021 年（4 年間） 
研究種目：基盤研究（B） 
研究課題/領域番号：18H00680 
研究経費配分額：9,750 千円 (直接経費 : 7,500 千円、間接経費 : 2,250 千円) 
研究経費 2018 年度: 2,860 千円 (直接経費 : 2,200 千円、間接経費 : 660 千円) 










遠藤李華（創価大学）、以上 10 名 
研究協力者（国内）：野田尚史（国立国語研究所）、徳井厚子（信州大学）、大塚望（創
価大学）、塩田雄大（NHK 放送文化研究所）、宮原千咲（実践女子大学）、








3. 2019 年度研究合宿の開催 
3.1 研究合宿の概要 
2019 年 8 月 26 日～28 日の 2 泊 3 日で、JR 熱海駅近くの「みかんの木」会議室にて「日
本語コミュニケーション研究会・研究合宿」を開催した。今回も研究分担者牧原功を研究
代表者として採択を受けた科研費研究課題の研究合宿との合同開催である。 
 今回の研究合宿には研究代表者 1 名、研究分担者 8 名、研究協力者 3 名、大学院生 2 名、





8 月 27 日（火）午前：第 1 セッション  
①伊藤 秀明（筑波大学） 学習者の配慮表現誤用例収集における課題―学習者コーパスの
分析から 
②斉藤 信浩（九州大学） 日本語と韓国語の「一応」の意味分析  
③大和 啓子（群馬大学） 「～てしまう」に見られる配慮 
8 月 27 日（火）午後：第 2 セッション 
④山岡 政紀（創価大学） 配慮表現データベースの入力について 
⑤牧原 功（群馬大学） ポライトネスとテンス・アスペクト 
⑥小野 正樹（筑波大学） 寛容な日本語の記述に向けて（仮） 
8 月 27 日（火）午後：第 3 セッション 
⑦西田 光一（山口県立大学） 定型表現の談話機能：文の生成とストーリーの生成の反比
例 
⑧李 奇楠（北京大学） 賛否両論の発話について  
⑨リナ・アリ（カイロ大学） カイロ大学の高等教育に日本式教育を導入した取り組みに
ついて 
8 月 28 日（水）午前：第 4 セッション 
⑩遠藤 李華（創価大学） 「大丈夫」のコミュニケーション上の特質―日本語学習者を対
象に－  
⑪斉藤 幸一（広島修道大学） 《助言》における配慮表現  
⑫金 玉任（韓国誠信女子大学）  前置き的に用いられる「ね」  
 
 発表者は全員が本研究課題の研究代表者、研究分担者、研究協力者である。 




































































  B「じゃ、お言葉に甘えてお願いします」 
（説明）①A の《協力》を B が受け入れる意思表示に感謝を込めて用います。 
（用例）②A「おかわりはいかがですか」 
  B「お言葉に甘えていただきます」 






































 【文型】  































































































































【説明】B が A に対して悪意を持っていると A が疑いをかけたとき、それに対して B







































































F160： その人がだめなの。  
F045： うん、見た目じゃん。  





































を重ねてきた。2017 年夏頃にはほぼ構想が固まりつつあったが、その後の 2017 年 10 月に
本研究課題を申請する段階で研究計画に盛り込んだ。 
本書の執筆から刊行までのスケジュールは、2018 年 4 月に序章を含む全 13 章の構想で、
編者より他の筆者 9 名に執筆依頼を行った。当初は 2019 年 3 月末日までの完全出稿、2019
年 9 月の刊行を目標に設定した。その後、著者の一人小野正樹氏と協議し、若手研究者に
も投稿のチャンスを与えようということになり、査読を前提に 2 組（3 名）の若手に執筆
の機会を打診した。この 2 組には他の著者より早い 2019 年 1 月末日を投稿期日としたが、
いずれも期日までに初稿が提出された。編者による査読の結果、修正採用と判定された。
修正稿は 2019 年 3 月末日までに提出され、編者が修正内容を可と判定し、これによって





の作業を経て 2019 年 5 月上旬に全章の提出稿を揃え、編者よりくろしお出版に出稿した。 
その後 2019 年 7 月下旬より 8 月下旬までを校正期間とし、初校、第二校、章によっては
第三校までを行った。最終的に当初の目標であった 2019 年 9 月の刊行には間に合わなか







『日本語配慮表現の原理と諸相』くろしお出版、2019 年 11 月 28 日刊行 
   序章  配慮表現とは何か 山岡政紀（創価大学） 
第Ⅰ部 配慮表現の原理  山岡政紀（創価大学） 




第４章 配慮表現「ちょっと」の機能と慣習化 牧原功（群馬大学） 








 塩田雄大（NHK 放送文化研究所）  
第８章 配慮表現としての「“全然”＋肯定形」 斉藤幸一（広島修道大学）  
第９章 引用表現における配慮表現 小野正樹（筑波大学） 




第12章 慣習的配慮表現の日中対照 李奇楠（北京大学） 
第13章 配慮表現の日本語・アラビア語対照 リナ・アリ（カイロ大学） 





























































































第 13 章（研究協力者 Ali 担当）は、典型的な FTA の一つである断りの表現に限定して、
日本語とアラビア語とを対照した論考である。  
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